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この時間は

本研究センターは 2021-2024中期計画に基づき事業を行っており
ます．研究センターの概要の紹介ならびに同計画最終年度となる
今年度の事業を総括します．
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ゴール

次のいずれかもしくは全て：

• (学生)研究センターの活動に参加したい
• (研究者/企業)共同研究を立案したい
• (企業)次期ラボラトリの検討に参画したい
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アウトライン

研究センターの概要

事業内容

計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備

ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進

大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
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アウトライン

研究センターの概要

事業内容
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https://www.hosei.ac.jp/media/about/
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https://www.hosei.ac.jp/media/about/


https://www.hosei.ac.jp/media/research/
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アウトライン

研究センターの概要

事業内容
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2021-2024中期計画

前身となる計算センターからの伝統と，時代の要請に応じ本学に
貢献してきた実績を踏まえ，計算科学に加えデータサイエンスの
基盤を整備し，ICTを活用した新たな教育モデルの構築を目指す．

• 計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備
• ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進
• 大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
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2021-2024中期計画の実行計画

• 計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備
• 研究基盤としてのハードウェアとソフトウェアの戦略的整備
• 研究基盤の利活用のためのヒューマンウェアの整備
• 研究成果のオープン化

• ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進
• 学びのモデル化に関する基礎的研究
• ICTを様々な分野に活用した教育実践

• 大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
• 連携プロジェクトの実施
• 学会等研究コミュニティへの貢献
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アウトライン

事業内容

計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備

ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進

大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
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研究基盤としてのハードウェアとソフトウェアの戦略的整
備

ラボラトリ
(lab2022)

可視化 ソフトウェア整備
• cuDNN, PyTorch
for nvidia GPU

• シミュレーション
の成果が Journal
of Physics B招待
論文に
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https://lab.media.hosei.ac.jp/
https://m7.media.hosei.ac.jp/public/


研究基盤の利活用のためのヒューマンウェアの整備

プログラム高速化支援
• TDDFT(時間依存
密度汎関数法)

• SPH(堤防の越流
破壊解析手法)

GPUを利用したMATLAB並列処理ハンズ
オンセミナー開催 (10/31)
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https://www.hosei.ac.jp/media/info/article-20240829145756/
https://www.hosei.ac.jp/media/info/article-20240829145756/


研究成果のオープン化

研究報告発行 国際シンポジウム開催 積極的な情報発信
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https://www.jstage.jst.go.jp/browse/rccms/
https://www.hosei.ac.jp/media/research/activitiy/symp2025/


アウトライン

事業内容

計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備

ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進

大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
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学びのモデル化に関する基礎的研究

教育における VR

https://www.learntechlib.org/p/225004/

xR技術

https://doi.org/10.1016/j.procs.2024.09.666

データサイエンス

鈴木克明: “e-Learning 実践のためのインストラク
ショナル・デザイン［総説］” ,日本教育工学会論文
誌,第 29 巻,第 3 号, pp. 197-205 (2006)
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https://www.learntechlib.org/p/225004/
https://doi.org/10.1016/j.procs.2024.09.666


ICTを様々な分野に活用した教育実践

Wordhyve

M. N. Hasnine et. al., How Can Generative AI
be Adapted for Learning Context Support in
Contextual Vocabulary Acquisition?,
CELDA2024

Learning Analytics

Speech Analytics Dashboard, DC@LAK2025(To appear)

HRI
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アウトライン

事業内容

計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備

ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進

大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
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連携プロジェクトの実施

原子力機構

生体分子 (メラニン) と放射性セシウムの結合
の様子

国立教育政策研究所
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学会等研究コミュニティへの貢献

KES2024 Invited Session

https://kesis.media.hosei.ac.jp/2024.html

エビデンス駆動型教育研究協議会

https://ederc.jp/2024/05/sig5_ede/

20

https://kesis.media.hosei.ac.jp/2024.html
https://kesis.media.hosei.ac.jp/2024.html
https://ederc.jp/2024/05/sig5_ede/
https://ederc.jp/2024/05/sig5_ede/
https://ederc.jp/2024/05/sig5_ede/


2024年度業績

論文 5
国際会議論文 7
国内研究会論文 6
基調講演,招待講演 1
受賞 1
研究会・セッション主催 2
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アウトライン

研究センターの概要

事業内容

計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備

ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進

大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
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ゴール

次のいずれかもしくは全て：

• (学生)研究センターの活動に参加したい
• (研究者/企業)共同研究を立案したい
• (企業)次期ラボラトリの検討に参画したい

Join us!
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ゴール

次のいずれかもしくは全て：

• (学生)研究センターの活動に参加したい
• (研究者/企業)共同研究を立案したい
• (企業)次期ラボラトリの検討に参画したい

Join us!

23



How to join? 2025 年 1 月 27 日 
関係各位 

情報メディア教育研究センター 
所長 酒井 久和 

法政大学 情報メディア教育研究センター 研究報告 Vol. 40  

投稿募集［2025 年 3 月 14 日 締切］ 

 
法政大学 情報メディア教育研究センターでは、情報技術とメディアを活用した教育・研究の成果なら
びにその過程で得られた知見を報告することを通じ、情報技術とメディアの活用の啓蒙を行うことを目
的に、紀要「法政大学情報メディア教育研究センター研究報告」を発行しております。以下の通り本紀
要の Vol. 40 の投稿を募集いたします。ラボラトリの利用有無に関わらず、情報技術やメディアの教育
と研究に関する研究論文、サーベイ／解説、事例／調査報告／テクニカルノート、研究・開発プロジェ
クト報告を広く募集しています。投稿期限は 2025 年 3 月 14 日（金）です。投稿いただいた論文は J-
STAGE にて公開されます。 
 

投稿方法 

執筆にあたっては、法政大学情報メディア教育研究センター研究報告 投稿要領をご一読のうえ、必ず研
究報告テンプレート(2023 年 1 月 10 日版)をご利用いただき、投稿システムからご投稿ください。研究
報告は SIST02 形式の参考文献リストを含むものとなっていることにもご留意ください。 
 
法政大学情報メディア教育研究センター研究報告 投稿要領(2022 年 1 月 24 日改正) 

https://www.hosei.ac.jp/application/files/5316/4393/4310/bulletin_howtosubmit.pdf 
研究報告テンプレート(2023 年 1 月 10 日版) 

Microsoft Word 
https://www.hosei.ac.jp/application/files/7116/7178/2410/BRCCMS_template_dotx_ver.3.zip 

LaTeX 
https://github.com/media-hosei-ac-jp/brccms-latex/releases/latest 

SIST02 形式の参考文献記載例 
https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/12003258/jipsti.jst.go.jp/sist/handbook/sist02_2007/sist

02.htm#ST02_5 
RefWorks による SIST02 形式の参考文献リストの作成 

https://media-hosei.atlassian.net/wiki/spaces/LAB/pages/2690973697/RefWorks+SIST02 
投稿システム 

https://www.editorialmanager.com/rccms-hosei/ 

https://www.hosei.ac.jp/media/research/activitiy/cfp_
bulletin_vol40/

2025 年 1 月 XX 日 
関係各位 

情報メディア教育研究センター 
所長 酒井 久和 

情報メディア教育研究センター 2025 年度 研究プロジェクト募集 

平素は本センターの研究活動に対し格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。本センターは、大規模
情報システム、情報メディア教育システムの研究開発を推進し、情報メディアを活用した教育の企画・立
案・実施の支援及び業務への支援を行うことにより、メディア基盤に係わる教育・研究の発展と情報技術
の活用を図ることを目的として設置され、事業を行っております。研究の実施においては最先端のラボ
ラトリが活用されています。 
 
ラボラトリ(lab2022)のご利用は、年度ごとの研究プロジェクトによるものとしております。2025 年度の
研究プロジェクトを以下の通り募集いたします。 

概要 

申請にあたっては下記をご確認ください。 
・プロジェクト代表者：本学教員のみ 
・募集期間：通年 
・年度ごとの申請が必要です。前年度からの継続プロジェクトの場合は前年度と同じ内容でご応募くだ
さい。 
・1 教員につき複数プロジェクトの申請ができます。 
・年度末にプロジェクトごとに利用報告の提出が義務付けられています。 

プロジェクト申請方法 

プロジェクト申請ができるのは、代表者となる法政大学の教員に限られます。 
1. 情 報 メ デ ィ ア 教 育 研 究 セ ン タ ー サ ポ ー ト デ ス ク （ https://media-
hosei.atlassian.net/servicedesk/customer/portals）にアクセスしてください。 
2.画面右上「ログイン」より、サポートデスクアカウント（※ラボラトリアカウントとは異なります）で
ログインしてください。 
 ◎初回はサインアップが必要ですので、法政大学のメールアドレス（@hosei.ac.jp）でアカウントを作
成してください。 
3.「情報メディア教育研究センター サポートデスク」-「プロジェクト代表者申請」を選択し、必要項目
を入力してください。 
 ◎プロジェクト代表者申請を受け付けた後、アカウントの権限を変更した上でセンターより改めてご
連絡差し上げます。 
4.サポートデスク（https://media-hosei.atlassian.net/servicedesk/customer/portals）にログインした状態
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